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○ メーター一次側の材料は(公)日本水道協会の認証製品とする

（施工上の注意）

○ ポリエチレン管（1種二層管）を使用し、溶剤浸透防止スリー

ブを設置すること。挿し口部は必要に応じて面取りを行うこと。

（埋設標識シート・埋戻施工図） 〇 水圧テスト・穿孔・コア挿入は水道局の立会が必要。

（水圧テスト、コア挿入は工事写真に水道局職員が入る必要あり）

〇
　　　　AS・路盤

再生クラッシャーラン

〇 穿孔は、分水栓、止水栓（副弁（栓）含む）を全開にした状態で行うこと。

管上30cmまでは再生砂、路盤までは ○
再生クラッシャーランで埋め戻すこと。
AS復旧は3㎝以上の合材を敷設すること。

○ 被分岐管が粉体塗装管の場合は専用の穿孔刃を使用すること。
○ ＥＦ接合チェックシートを記入し、竣工時に提出する。

２次側について
○ 水圧、水量、水質は給水装置工事主任技術者の責任により検査必要。残留塩素は、0.1mg/l以上必要

○ 材料に関しては＊認証機関の認証製品であれば使用可能

○ 施工に関しては主任技術者の責任施工。（後日の事故等についても同様）

＊認証機関 (公)日本水道協会

㈶日本ガス機器検査協会

㈶日本燃焼器具検査協会

㈶電気安全環境研究所

羽曳野市給水工事標準施工図(20mm・25mm)

工事写真は、施工場所、申請者名、施工業者名、水栓番
号を記載し、取出管の管種・口径・寄り・深さ、引込管の管
種・口径・深さなどを記載した看板と一緒に撮影する。看
板に書いた文字等が、後に確認できるよう留意すること。

・水圧テストは0.75Mpaで10分間静置後0.65MPa以上あれば合格とす
る。
・テストポンプは、分水栓に取りつけます。
・水道局職員が到着してから水圧をかけます。
・分水栓【開】、止水栓（副弁（栓））【閉】で行います。
　なお、副弁（栓）は水道局職員で操作します。

500以上

300

たて型止水栓(副弁（栓）付、逆止・伸縮機能付き)

を

使用すること。

よこ型止水栓(副弁（栓）付、逆止・伸縮機能付き)

を

折を伸ばさない。

ＢＯＸの下にレンガを

４枚敷くこと。

埋め戻し、転圧

後管頂部より３０

㎝に埋設シート

・分水栓は、ボール式フランジ型

を使用すること。（PE管はＥＦボー

ル式フランジ型）

・密着コアを使用すること（PE管、

ビニル管は不要）

・分止ソケット

・メタルパッキン

を使用する。

メーター２次側

○ガイドナット付シモク（HIVP）を使用すること。

止水栓下の立上がりは曲げ配管を基

本とするが、許容屈曲半径（外径の20

倍）を下回る場合や、施工が困難な条

件である場合は、耐震型の90゜エルボ

等を使用すること。

溶剤浸透防止スリーブは分水栓から止水栓まで

切らずに使用。両端はソケット部で浸透防止テー

プでとめる。ロケーティングワイヤーは溶剤浸透

防止スリーブの外側に設置し、管の上部に平行に

0.5ｍ程度の間隔でテープ止めし、端部は分水栓・

止水栓に巻きつける。

各継手については、耐震型ワンタッチ継手を使用すること。
（インコア打ち込み型や内蔵型など、メーカーにより異なる）

給水管等の埋設深さが土被り６００以上無い場合や、

管深度を変更する際、許容曲げ半径以上に給水管を

曲げないよう注意すること。

施工が困難となる場合は耐震型のベンドやエルボ等
を使用すること。

メーターボックス

(市マーク入り）

粉体塗装・電着塗装

メーター用ソケット

メタルパッキンを

使用する。


